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プ
ト
暦
元
日
祭
（
ナ
イ
ル
ー
ズ
祭
）
復
興
運
動
と
コ
プ
ト
語
復
興
運
動
を

取
り
上
げ
た
。

　
コ
プ
ト
暦
も
コ
プ
ト
語
も
、
コ
プ
ト
正
教
会
に
伝
わ
る
宗
教
文
化
で
あ

る
が
、
当
時
の
俗
人
信
徒
知
識
人
ら
は
こ
れ
ら
が
古
代
文
明
に
起
源
を
持

つ
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
ム
ス
リ
ム
と
も
共
有
さ
れ
る
べ
き
エ
ジ
プ
ト
民

族
の
暦
・
新
年
祭
、
そ
し
て
言
語
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
時
コ
プ
ト
の
俗
人
信
徒
知
識
人
の
間
に
、
コ
プ
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

あ
り
つ
つ
同
時
に
エ
ジ
プ
ト
民
族
で
も
あ
る
と
い
う
自
己
認
識
が
構
築

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
基

づ
き
宗
教
・
民
族
的
帰
属
を
敢
え
て
無
視
し
、
祖
国
へ
の
忠
誠
を
紐
帯
と

し
て
「
エ
ジ
プ
ト
国
民
」
を
創
出
し
て
コ
プ
ト
の
国
民
統
合
を
果
た
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
コ
プ
ト
の
側
か
ら
の
民
族
主
義
も
存
在
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、古
代
文
明
を
用
い
た
エ
ジ
プ
ト
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
フ
ァ
ラ
オ
主
義
と
呼
ば
れ
、
特
に
コ
プ
ト
に
よ
る
フ
ァ
ラ
オ

主
義
は
「
コ
プ
ト
の
み
が
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
優
秀
な
血
を
受
け
継
い
で

い
る
」
と
い
う
よ
う
な
人
種
主
義
や
特
殊
主
義
と
結
び
つ
い
た
主
張
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
少
な
く
と
も
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
コ
プ
ト

の
知
識
人
た
ち
の
主
張
内
容
に
は
そ
う
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

発
表
日

　
二
〇
一
八
年
五
月
二
日
（
水
）

総
合
文
化
研
究
所
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
コ
プ
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
　
　
報
告

　
三
代
川
寛
子

　
　
　
　

　
　
　
　

　
本
発
表
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
コ
プ
ト
・

キ
リ
ス
ト
教
徒
（
以
下
コ
プ
ト
）
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
を
紹
介

し
た
。

　
コ
プ
ト
と
は
、
元
来
は
エ
ジ
プ
ト
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
の
ア
イ

ギ
ュ
プ
ト
ス
と
い
う
語
が
ア
ラ
ビ
ア
語
に
入
っ
て
転
訛
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
エ
ジ
プ
ト
に
根
差
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
指

す
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
歴

史
は
長
く
、
一
世
紀
の
聖
マ
ル
コ
に
よ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
宣
教
に
端

を
発
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
七
世
紀
の
ア
ラ
ブ
軍
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト

征
服
と
そ
れ
に
続
く
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
以
降
も
キ
リ
ス
ト
教

の
信
仰
を
保
っ
て
き
た
の
が
現
在
の
コ
プ
ト
の
人
び
と
で
あ
る
。

　
大
多
数
の
コ
プ
ト
が
属
す
る
コ
プ
ト
正
教
会
で
は
、
典
礼
暦
と
し
て
コ

プ
ト
暦
が
、
典
礼
語
と
し
て
コ
プ
ト
語
が
使
用
さ
れ
る
が
、
十
九
世
紀
以

降
の
エ
ジ
プ
ト
学
の
進
展
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
暦
お
よ

び
言
語
と
関
連
が
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

十
九
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
が
高
揚
す

る
中
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
コ
プ
ト
の
知
識
人
、
特
に
俗
人
信
徒
の
間

で
、
コ
プ
ト
と
い
う
宗
教
集
団
の
「
エ
ジ
プ
ト
人
ら
し
さ
」
が
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀

初
頭
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
定
期
刊
行
物M

isr

お
よ
びAyn Sham

s

を

主
要
な
資
料
と
し
て
、
コ
プ
ト
の
俗
人
信
徒
ら
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
コ
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